
1 カリキュラムの変更

2 目標設定 (どんな専門家を卒業させ

3 具体的な取り組み

3.:目 標言語再考 (ス タンダー ド作成)

‐  3.2新科目 (教授法)への取 り組み

1  3.3教 材・教科書の変更と作成

カリキユラムの変更

2.目 標設定
(どんな専門家を卒業させたいか)

「 電壕 語籠力試験N2か N釧こ相当す雛 力猪 つている

。 日本語教授法に対する知識と指導する能力を持つている

・ 日本 と日本文化に関する知識を持っている

介唱壕 語教
育貫i曙黒を暑手ち

自らの職業の専F電性 とその意義に

・宅草書暑謝蓄品撃壇停言アを
ともに厳しくするときは厳しくし

。 道義上の責任 を持つ

自己薇青カ
。 持続的に成長する意欲や能力を持 つている
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|1日本語教員養成課程の現状と課題
‐ |    (モ ンゴル国立教育大学 )
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|■ 2.1 課題

ヽ`_‐
 1 日本語を勉強する時間数の減少→卒業時

|:  N2レベルに到達させるにはどうすればよ
:■    いか。

■  2 教員養成課程に変わったことによる日本語
11‐   教授法などの新しい科目をどうするか。

13展 F語
教員養成課程臥 学す神 生数の減

1 4 教育実習生を受け入れようとする学校が少
ない。

:■  3.: 目標言語再考
|.    (ス タンダード作成)

.   4技能を1～ 4学年まで連続的に上達

.   させることを目指してc tt F Rと 」F
スタンダー ドを参考に、教育大学日本1   
語スタンダー ドの叩き台をつくり、カ|   リキュラムに生かそうと試行中。

3.3 教材・教科書の変更と作成

。日本籠能力試験が壼わつたことによってN5、 N

ばな::k思 ;F撃質市長露農霧:震鳥Fな
けれ

°
紹麟早F需3:昔「 f罪難デ

ル人のための日本語
・

員↑:糖itttF文
字、日本史など授業に使うテキ

う
書晏管雰顧辞F壼更

したために重視されるべき学

3.具体的な取り組み

教員養成課程への変更や日本語能力
試験が変わつたことなどによって、本
大学日本語コースの目標やシラバス、
カリキュラム、教材などを変えざるを
得なくなった。

3.2 新科目(教授法)への取 り組み

o教授法のテキストをどうするか
JICAシニアボランティアによる教授法テキスト作
成 (2008年 )

→モンゴルの学生の実情に合つたテキス ト作成ヘ

oこれまでの教授法の見直し

4.ま とめ

o教育大の日本語コースは、国の教育政
策に従って、教員養成課程の整備・充
実に取り組んでいる。

・ 教育実習の場の確保→初中等教育機関
との連携強化に努める必要

・ 卒業後の職場開拓
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